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Withコロナ時代の海外出張
5 月連休明けから COVID-19 は 5 類扱いになるとい
うことで，いよいよ本格的に“With コロナ時代”に
入ったといえよう．国内学会は一部オンライン参加の
選択肢を残しているものの，基本的に対面開催に軸を
移してきている．実際，現地参加してみると，ちょっ
とした通信トラブルで気勢をそがれることもないし，
聞きたいと思ったその場で質問できる機運が高まって
きていると実感する．本来あるべき学会の姿に戻りつ
つあると思う．
一方，海外はどうであろうか．ここ 2ヵ月で近隣 3ヵ国（中国・台湾・韓国）を訪問する機会を
得たのでその感想を述べたい．いずれの国も日本国内と同様，街中は多くの人で賑わっており，コ
ロナ禍前を思わせる様相だった．飛行機内はどの便でもマスク着用を求められたが（日本の航空会
社でなくても），街中は各国でバラバラであった．台北ではほぼ全員がマスクを着用していたが，
北京では全く逆でほぼ着用なし，釜山はその中間といった感じである．政府の方針なのか，理由は
よくわからないが，国民性が垣間みえた気がして興味深かった．
学会では完全に参加者数が戻ったとはまだいえないようである．おなじみの会場がずいぶん広く
感じられた．ウェブからの質問はなかったが，視聴はできるようで，それゆえ現地の人数は回復し
ていない様子である．それでも古い知り合いにあちこちで声をかけられ，近況を報告しあうのは他
愛ないとはいえ，うれしいものである．ちょっと困ったのは，中国では以前不要だったビザを求め
られ，その手続きが信じられないくらい大変であった点である．東京・有明のビザ申請センター
は，予約したにもかかわらず長蛇の列で，予約時間によって受付の順番が整理されるわけでもない
（横入りも可能）ので，非常に効率が悪い．申請手続き終了まで 3時間弱を要し，再度受け取りに
行く必要があるとなれば，何度も中国に行く気がとてもしない．韓国・台湾の場合は以前の制限が
ほぼ撤廃され，ワクチン接種証明さえあれば，出入国は非常にスムースであった．
懇親会はほぼ以前の様相に戻っていた．韓国では焼酎をビールで割って「パイナップル」と称
し，一気飲みする．そのまま飲めば十分美味しいのに，何故わざわざ不味くしてから飲むのか，い
まだに理解できない．中国ではアルコール 50 度を超える白酒を手にホストが入れ代わり立ち代わ
りやってきては挨拶代わりにこれも一気飲みするので，途中から味も何もわからなくなる．こちら
も普通に飲めば香りもよく大変美味なのであるが，何故わざわざ味がわからなくなるようにして飲
むのか意味不明である．とはいえ周りに気圧されて，結局は飲んでしまう自分が一番問題であるこ
とも理解している．“With コロナ”で肝臓にとっては受難の時代が復活したといえるのかもしれな
い．
� （長谷川　潔）
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